
































































INOUE Hisashi in 1975











































































































































































































Ⅲ （4）ブンチャッチャ［踊り子たち］ 六 （3）ブンチャッチャ［スクールメイツ風の
女の子たち］
Ⅲ （5）スキャット［踊り子たち］ なし
Ⅳ （6）サイザンス［ご婦人がた］ 七 （4）サイザンス［上品上品したご婦人3人］
なし 八 （5）悪魔呼び出しの呪文［呼び屋］
Ⅳ （7）悪魔ソング［悪魔］ 八 （6）悪魔ソング［悪魔］
Ⅴ （8）ひとつひろって母のため［伊井艶太郎］ なし








































































夕立ち （5）佐渡おけさ［柏崎の若衆たち］ 二一 （14）佐渡おけさ［柏崎のだれか］
なし 二二 （15）東京は大中心［東京の住人たち］
備考：井上（2010，1984）より作成。（ ）内の数字は通し番号。
民謡（佐渡おけさ）である。脚色に際して，井上は
遊び好きの若旦那と幇間の道行にふさわしいように
座興歌と民謡の活用を考えたようで，『たいこどん
どん』の座興歌は『江戸の夕立ち』にある「好きな
お方の来るときは」に加えて新たに追加し（涙ぽろ
ぽろお芋はぽくぽく，あたしゃ左目おまえは右目，
そこはどこの細道じゃ，だから道草は真っ平さ），
民謡は『江戸の夕立ち』にある「佐渡おけさ」に加
えて新たに追加した（今度ァ陸さ上がったら，鮎は
瀬に住む，馬
ま
こ追
ぼ
い唄，鳥追
ぼ
い唄）。さらに『たい
こどんどん』には桃八の持ち芸である語りものを取
り入れた。『江戸の夕立ち』で秋の釜石では食膳が
イカ一色になったという記述があるのを活かし，
『たいこどんどん』では桃八に「烏
い
賊
か
づくし」を語
らせた（6）。これは語りものと言っても「いか」を含
む言葉を面白おかしく列挙する余興であるが，本格
的な語りものとして富本節
とももとぶし
を取り入れ，桃八と清之
助は富本節を語って路銀を作りながら東北を放浪す
る設定にした。富本節は豊後系浄瑠璃の一派で，語
りものとしては常
とき
磐
わ
津
ず
節
ぶし
と清元節
きよもとぶし
の中間的性格をも
つ（7）。実際，富本節は寛延元年（1748）に常磐津
節から独立し，安永・天明年間（1772－89）には
常磐津節より人気となるが，文化11年（1814）に
なると富本節から別れた清元節に人気を奪われた。
『たいこどんどん』が設定された江戸最末期の安政
6年（1859）から慶応4年（1868）には富本節は
すでに衰退期にはいっていたが，井上は東北では人
気があったとする。『江戸の夕立ち』では桃八が語っ
た富本節として「朝比奈地獄廻り」，「鳴神
なるかみ
」，「三勝
さんかつ
縁切
えんきり
」，「阿波の鳴門」，「千本桜」，「静忠信道行」，
「新夕霧始」の7つの演目を挙げるにとどまる。一
方，『たいこどんどん』では「お菊幸助
こうすけ
」は桃八の
弾き語りで，「連
れん
理
り
の橘」は桃八の語り，清之助の
三味線でほんの一部ではあるが実演する。「お菊幸
助」も「連理の橘」も現在は清元節に移されて伝承
されている演目である。
５．小説と戯曲の間に橋を架ける仕事
井上にとって戯曲と小説は作家活動の両輪であっ
た。戯曲も小説も書く作家は珍しくないが，井上が
他の作家と異なるのは小説にも戯曲と同様に歌を挿
入した点である。
しかし，ミュージカル台本をノベライズして作中
に歌をばらまき，「児童讀物とも，テレビの台本と
も，ひっくり返したオモチャ箱ともつかぬ騒々しい
作物」（『ブンとフン』新装版「あとがき」より）
となった『ブンとフン』でデビューした井上は，小
説家としては中途半端な扱いを受けた。井上は小説
の編集者や読者を当惑させないように歌を封印して
『手鎖心中』を書いたが，これが1972年7月に直木
賞受賞作となった。すると，井上は受賞後第1作
となる『江戸の夕立ち』では憂さ晴らしのように歌
を挿入し，9月には『ブンとフン』を再出版した。
それでも満足できなかったらしく，井上は1974年
11月に『ブンとフン』を音楽劇『それからのブン
とフン』に，翌1975年8月に『江戸の夕立ち』を
音楽劇『たいこどんどん』に脚色し，この2作を
1975年の1月と9月に相次いで初演した。井上は
『ブンとフン』を『それからのブンとフン』として
初演し，『江戸の夕立ち』を『たいこどんどん』と
して初演することで，作品として最終的な決着をつ
けたのだろうと筆者は考える。自作の小説を原作と
する音楽劇は2作にとどることから，1975年の井
上にとって自作の小説を音楽劇に脚色することは作
家としての非常手段だったかもしれないが，自作の
小説と戯曲の間に橋を架けた初めての仕事であった。
1975年以後の井上は，小説は小説として，戯曲
は戯曲として書き進めた。1980年代にはいると，
小説では1981年8月刊行の『吉里吉里人』で日本
SF大賞と読売文学賞を受賞し，1983年には直木賞
の選考委員に選ばれ，戯曲でも1984年4月に自作
を専門に上演する劇団こまつ座を旗揚げして独自の
音楽劇を追求し（8），小説と戯曲の両分野で作家とし
ての地位を築いた。その実，井上は自作の小説を音
楽劇に脚色する仕事に未練を残しており，しかも音
楽劇に脚色したかった小説とは『それからのブンと
フン』，『江戸の夕立ち』を初演したのと同じ1975
年に公刊した小説『合牢者』であった。
『合牢者』は『江戸の夕立ち』に続くかのように
明治初年に時代設定されており，旧幕時代は貧乏御
家人だった矢飼純之助が明治維新後に警視庁巡査と
なり，同業者だが殺人容疑で捕まった原田源太郎に
口を割らせるため囮となって入牢する物語である。
もし『合牢者』が音楽劇に脚色されていたら，井上
の最後の新作でプロレタリア小説家小林多喜二
（1903－1933）を主人公とする音楽劇『組曲虐殺』
（2009年10月こまつ座初演）のように取調室での尋
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問や獄中の孤独が歌われたかもしれない。しかし，
筆者が注目するのは『合牢者』は歌を封印した小説
という点である。1975年に初演した『それからの
ブンとフン』と『たいこどんどん』の原作は歌を挿
入した小説であり，歌を封印した小説については井
上は音楽劇への脚色をやり残していた。歌を頼まな
い小説を歌の力で作り変えて音楽劇として成立させ
ることができるなら，小説家井上ひさしの作品群は
劇作家井上ひさしにとっては音楽劇の原材料の山で
ある。井上の中で小説と戯曲の間に橋を架ける仕事は
1975年の時点では非常手段であったが，2010年の時
点では新たな創造の可能性を予感させるものに変化し
ていたのだろう。だからこそ，死を目前にした井上は
『合牢者』を音楽劇に脚色して初演することで1975
年の仕事を完結させたいと願ったのではないか。
注．
（1）NHKラジオ放送のミュージカル『ブンとフン』
挿入歌のうち，ブンとフンのテーマ，悪魔ソング，
ただ好きなのさ，盗みましょうよ，以上4曲は
CDで聞くことができる（宇野2004）。この4曲
は小説『ブンとフン』に挿入されている。
（2）扇田昭彦は井上の戯曲のうち音楽劇（扇田は多
寡にかかわらず歌が入っている作品とする）は70
パーセントを占めると指摘している（扇田2012：
130）。
（3）参考までに，宇野誠一郎は「悪魔ソング」は
「残酷なことを歌いながら，歌い手はその内容に
無関心という雰囲気を出して欲しい」と思ったの
で，天地総子（『それからのブンとフン』初演時
に悪魔を演じた）に「基本的にビブラートをつけ
ないこと，決して声を強く出さないこと，リズム
を機械的にとること」と注文をつけ，天地は普段
とは違う声色で歌ったと述べている（宇野2004）。
（4）「江戸は情婦」と「東京は大中心」は歌詞は異
なるが旋律は共通である。これは桃八の幕切れの
せりふ「江戸はなくなっても江戸者はどこまで行っ
ても江戸者」，「江戸が東京になろうが，東京が化
物になろうが，どうにも変りようはない」に対応
した作り方である。
（5）『たいこどんどん』挿入歌のうち，涙ぽろぽろ
お芋はぽくぽく，東京は大中心，以上2曲はCD
で聞くことができる（宇野2009）。
（6）桃八の「烏賊づくし」のような即興での一人語
りは，すでに『藪原検校』（1973年7月五月舎初
演）で座頭杉の市が語った「早物語」の例がある。
（7）桃八のせりふにも「富本の三味線は，常磐津と
清元との，中間の弾き方をしていただかないとねぇ。
硬くもなくやわらかくもなくという弾き方を･･･」
（第14場），「常磐津のような鯱鉾ばった弾き方で
も駄目，かといって柔らかすぎると清元になって
しまう」（同前）とある｡
（8）こまつ座の音楽劇については坂本2009を参照。
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